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要旨: 
本論文では，情報リテラシ活動における情報の収集と整理についての学習手法を詳述する．本研究では，問題を解決
するために適切な情報を収集し，収集した情報を整理する方法について探究した．本手法は，調査表を作成しながら，
情報の収集と整理の基本概念を理解し，情報源と情報の収集手段について学ぶ構成とした．本稿では，「ごみ減量化の課
題」を主題として，情報の収集と整理の手順について論考する．最終的には，収集した情報を文献リストへ整理するこ
とを学習到達目標としている． 
 
Abstract:  
This paper proposes a learning method of how to collect and organize information as information literacy activity. Data analysis is 
necessary for solving problems. We studied how to collect proper information and organize them more effectively for the analysis.  
We introduce understanding of general idea of collecting and organizing information through an example, “solution for decreasing 
trash”. The target proficiency level of students is organization of information to a literature list. 
 
1. 情報収集とは 
 本研究では，情報収集とは「結論を導くための証拠集め」
と定義づける．情報収集を行う上で重要なポイントを 5W2H
であると捉える．つまり，何のために（Why）この情報を収
集するのか考える．そして，何を（What），どこから（Where），
誰が（Who），いつ（When），どうやって（How to），どのく
らい（How many）情報を収集するのかを確認する．5W2H
を意識しながら，必要な情報は何かを明確にする． 
 
2. 情報収集の方法 
 情報収集の方法として，文献調査，Web検索，インタビュ
ー調査，アンケート，フィールドワーク，教授との面談を取
り上げた．学生の情報収集活動において，研究室を訪れ教授
と面談することも情報収集の一つの方法であると捉える．こ
れらの調査方法には，それぞれ長所と短所がある．そのため，
ひとつの方法に頼らず，いくつかの方法を効果的に使い分け
る．いくつかの方法から収集した情報を比較し，照らし合わ
せ，正しい情報は何か，課題を解決するために適切な情報は
何かを考える． 
本研究では，学習者の主体性を重視している．そのため，
学習者への一方的な知識伝達型のスタイルではなく，学習者
へ「考える」切っ掛けを与えながら学ばせるよう工夫してい
る．例えば，「文献で得た情報とインターネットで得た情報
にはどんな違いがあるだろうか考えてみよう．」や「インタ
ーネットから情報収集するとき，どんなことに気をつけなけ
ればならないか考えてみよう．」というように，発問を投げ
かけながら学習者に学ばせるよう構成した．それによって学
習者には，発問に対して，なぜだろう？どうしてだろう？と
いった「気付き」が誘発される．学習者自身が曖昧であった
問題への理解が深化され，学習への意識が高まることを期待
している． 
2.1. 情報源 
 情報源には，政府刊行物（白書），書籍，論文，新聞，定
期刊行物，年鑑，Webページ，データベース，人（ヒューマ
ンリソース）などがある．範囲によって意見の偏りがあるの
で，ひとつの調査範囲に頼らず，いくつかの範囲を検討する
のが望ましい．  
本書の主題が「ごみ減量のための解決案創出」という市民
生活に深くかかわる内容であるため，調査対象を白書に絞っ
て情報収集を試みる．ここでは，「ごみ問題」についての情
報を収集するため，環境省のホームページを検索する． 
 
2.2. 情報の確度と信頼性 
 情報の確度・信頼性を吟味することは重要である．複数の
無関係の独立した情報源から同一の情報が得られれば，その
情報の信頼性は高まる．一方，複数の情報源で情報に食い違
いがある場合，ただちに情報元の信頼性が失われるわけでは
ないが，複数の情報元のどれがより信頼できるのか検討が必
要になる．この時，それら複数の情報の出典年月日を比較し，
新しい情報を選択するのもひとつである．また，その情報の
出所を調べ，信頼できるかどうかを検討することも重要であ
る． 
そのように，複数の情報を比較し，自らの考えを踏まえな
がら，問題解決するための情報として取り扱うか否かを考え
る必要がある．  
 
3. 情報の収集と整理の手順 
課題を解決するためには，その課題に潜む問題点を的確に
把握する必要がある．本手順では，そのための情報を収集し，
整理する方法を具体的に学ぶ．情報の収集と整理の作業は，
図 1に示す学習プロセスに沿って学ぶよう構成した．   
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はじめに，情報収集の目的を確認し，テーマに関する基本
的な状況を把握する．そして，課題を解決するために必要な
情報の収集を行う．それらの情報は，必要な時に，適切な利
用ができるよう，わかりやすく整理する． 
情報の収集と整理の事例を「ごみ減量のための解決案創
出」を主題として次に示す． 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
図1 情報の収集と整理の学習プロセス 
 
3.1. 情報収集の目的を確認 
本書の主題は，「ごみ減量のための解決案創出」であり，
「ごみの減量化のさまざまな手法と，実施の状況，課題を明
らかにする．」ことが目的である．最終的には，ごみ問題を
明確にした上で，その問題を解決するための対策方法を示し
たい．このように，まずは情報収集の目的を確認させるとこ
ろから情報収集を始める．  
 
3.2. 基本的な状況を把握 
次の①から⑧の手順で，ごみに関する基本的な考え方，状
況を把握する．  
 
①「ごみ」とWeb検索： 
そもそも「ごみとは何だろう？」という疑問から考える．
Webページで「ごみ」と検索すると，「利用価値がなくなり，
役に立たなくなった物」，「不要になった廃棄物」といった書
かれたページが見つかる．それらのページを閲覧することで，
ごみのイメージを掴む． 
 
②「ごみ」に関する文献調査： 
①で検索した情報の信憑性を確認する．そのために，「ご
み」に関する文献調査をする． 
 
③「ごみ」に関する文献を図書館で調査： 
図書館の蔵書検索で「ごみ」を含むテーマの文献を調査す
ると，「ごみ」に関する文献を見つけることができる．この
蔵書箇所を検索し，蔵書箇所を示す地図を紙に印刷する．地
図を持って，図書館へ行き本を探す． 
 
④「ごみ」に関する基本的考えの明確化： 
探した文献に「ごみ」とは，「ちっぽけな物や汚い物，い
らない物を私たちは「ごみ」というわけです」といった記載
があった．さらに，辞書（広辞苑）によれば，「ごみとは，
つまらない物，不要な物」という定義が示されている．これ
らの情報によって，「ごみとは，何を示すか」に関する基本
的な考えが明確になる． 
 
⑤「ごみの分類」について調査： 
ごみの分類について調査する．ある文献では，「ごみ」は，
「生活系ごみ」と「事業系ごみ」に区分されている．さらに，
生活系ごみは「一般ごみ」と「粗大ごみ」に区分されている．
別の文献では，「ごみ」を「廃棄物」，「生活系ごみ」を「家
庭系ごみ」，「一般ごみ」を「粗大ごみ」と表現している．こ
れは同義語として用いられているので問題はない．しかし，
文献では，普通ごみをさらに「可燃物」と「不燃物」に分類
している点が異なる． 
この時，どちらの文献の情報が適しているか考える．本書
の課題である「ごみ減量のための解決案創出」を導くにあた
って，可燃物の減量法と不燃物の減量法は異なるかもしれな
い．そこで，後者の分類の仕方を採用し，さらに調査を進め
る． 
 
⑥「ごみ処理のプロセス」について調査： 
ごみ処理のプロセスについて調査する．ある文献では，産
業廃棄物の処理フローの図がわかりやすくまとめられてい
た．しかし，この図は 1997 年に示された図であるため，情
報が古い．最近の情報を収集して比較するために，環境省の
白書を参照する．白書に掲載されている図は，環境に関する
全体像がわかりやすい．同時に，循環型社会の形成に向けて
廃棄物の発生を抑えるために，各自治体が取り組んでいる内
容を理解する． 
 
⑦ 減量化の事例収集と比較： 
目標実現のための新たな考え方を定めるために，各自治体
の環境課の Web ページを閲覧し，取り組まれているごみの
減量化手法と事例について調査させた．実施の取り組みは，
「リデュース（Reduce）」：発生抑制，「リユース（Reuse）」：
再使用，「リサイクル（Recycle）」：再生利用と大きく「3R」
に区分されており，それぞれのRに対する施策が実施されて
いる．各自治体が取り組んでいる 3R の対策法を調査してい
き，「調査表」へ情報を整理する． 
 
⑧ フィールドワークとインタビュー調査： 
別の調査の方法として，フィールドワークとインタビュー
調査を紹介する．住んでいる地域のごみ回収場を訪れた様子
や，ある市役所の環境政策課の職員の方々へインタビューを
行っている様子を図 2（文献[1] P.38）と図 3（文献[1] P.39）
に示す．文献調査にとどまらず，フィールドワークやインタ
ビュー調査を取り入れ，能動的な学習を促す． 
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図2 フィールドワークの様子 
 
 
 
 
 
 
 
 
図3 インタビュー調査の様子 
 
3.3. 定性的・定量的な情報の収集 
基本的な考え方，状況を把握したところで，さらに具体的
に定性的・定量的な情報を収集する．  
 
定量的な情報の収集 ：ごみの排出量 
環境省の白書から，生活系ごみの排出量に関する定量的な
情報を調査した．すると，生活系ごみと事業系ごみの排出量
について調査した結果が公表されていた．たとえば，平成 24
年度は，生活系ごみが 2,900 万トン，事業系ごみが 1,300 万
トンであり，生活系ごみが約 65％を占めていた． 
 
定性的な情報の収集 ：ごみ排出の状況 
ごみ排出の状況について調査した．ごみ排出の状況は，平
成 14年度が 5,320万トンであるのに対して，平成 24年度は
4,523万トンと 10年間でゴミの総排出量は約 800万トン減少
している．しかし，平成 22年度から平成 24年度までは，ほ
とんど減少しておらず，横ばい状態であった．一方，「リサ
イクルのしくみ」という文献を調査すると，生活系ごみの有
料化について詳述されていた．ごみの排出量が減少しない一
方で，ゴミ処理のコストは年々増加傾向にあるとのことであ
る．そのため，ごみ処理有料化を実施している地方自治体が
増えていることがわかった． 
 
3.4. 情報の整理 
 収集した情報を整理しておけば，分析やレポート作成の段
階で効率よく作業を進めることができる．また，整理しまと
めることでテーマの核心や新しい側面が見えてくることも
ある．そこで，収集した情報を調査表へ整理し，調査した文
献の詳細を文献リストへ整理する． 
 
3.4.1. 調査表の作成 
表 1（文献[1] P.41）のように，収集した情報を調査表へ整
理していく．調査表には，リスト番号，著者，タイトル，出
典，発行年月日といった文献の基本情報だけではなく，収集
した情報を「基本的な考え方」，「定性的・定量的な情報」と
いった調査項目に分類し記録していく．また，調査を進める
にあたり，「当該手法の課題」や「課題に対する対策」が明
らかになっていくので，それらに関する情報を記入する欄を
調査票へ設ける．このように，調査の内容が明確にわかるよ
う収集した情報を整理する． 
 
表1 調査表への整理の例 
 
 
 
 
  
 
調査表へ整理すると，表 2（文献[1] P.41）のように複数の
文献で３Ｒについて取り上げられていることがわかり，３Ｒ
（「リデュース（Reduce）」：発生抑制，「リユース（Reuse）」：
再使用，「リサイクル（Recycle）」：再生利用）に対する個々
の取り組みがなされていることがわかる． 
 
表2 ３Rの基本的な考え方 
 
 
  
 
 
 
さらに，各自治体によってごみの減量化手法とその状況が
違うこともわかる．例として，表 3（文献[1] P.42）のように
千葉市と大阪市では減量化手法が異なる．このような差がわ
かるように調査表へ整理していく．調査を進めるにあたり，
「ごみ減量化手法とその状況」に関する情報が多く収集され
る． 
 
表3 ごみ減量化手法とその状況が異なる例 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
情報収集を進めていくと，これらの取り組みに対して課題
が挙げられていることがわかる．表 4に示すように，それぞ
れの手法に対してどのような課題が挙げられているかわか
るよう調査表を整理していく（文献[1] P.42）． 
課題に対する対策法も挙げられていることに気が付いた．
そこで，調査票へ「課題に対する対策」を記入する欄を設け
た．表 5（文献[1] P.43）に示すように，ある自治体では，「ご
みの不法投棄」という課題に対して「住民との協働体制や監
視カメラシステムの導入」という対策法を実施していること
がわかった． 
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表4 ごみ減量化手法の課題の例 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
  
 
表5 ごみの減量化手法の課題に対する対策 
 
 
 
 
 
 
 
このように，調査表へ情報を整理していくと，情報がどん
どん積みあがっていく．本手法では，情報が蓄積されていく
プロセスを通して，情報をわかりやすく整理する． 
また，調査リストに列挙した情報の中には，情報収集の目
的に合致していなかったり，信憑性が低い情報も含まれてい
る可能性がある．そのため，収集した情報を照らし合わせ，
調査に必要な情報を取捨選択することが重要である． 
  
3.4.2. 文献リストの作成 
調査する度に，情報の出所を正確に文献リストへ記録して
おく．メモ帳ソフトやワープロ，表計算ソフトで一覧表にし
ておくと便利である．該当文献が多すぎる場合（50件以上あ
る場合など）は，刊行年（出版年）の新しいものから順に 15
件程度にとどめる． 
情報源が Web ページであった場合に記録しておくと良い
事項は，①ホームページ名，②URL，③ホームページ開設（管
理）者，④情報の掲載年月日であるとした． 情報源が図書，
雑誌論文，新聞記事であった場合の記録しておくと良い事項
は，①書名，②著者名，③出版社 ，④出版年月 ，⑤叢書名
(表示されなければ記録しない) ，⑥請求記号，⑦蔵書場所と
した．このような情報を表 6（文献[1] P.45）のように文献リ
ストへまとめておく． 
以上のように，主張を根拠づけるために必要な情報を調査
表や文献リストへ整理しておき，情報の分析，加工，発信の
過程で参照する．特に情報の発信の過程で，報告書や論文を
執筆したり，発表スライドを作成する場合には，文献リスト
に記録した参考文献の詳細を掲載する必要がある． 
 
 
 
 
 
 
 
 
表6 文献リスト 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
4. まとめ 
インターネットの発展に伴い，世の中には膨大な情報が溢
れている．今日の情報社会では，収集した情報を全て鵜呑み
にするのではなく，正しい情報を取捨選択できる能力が求め
られている．そのような能力を身につけさせるためにも，本
研究では，学習者が主体的に情報を収集し整理することを重
視した学習手法を考案した． 
具体的には，情報収集する上で重要なポイントを 5W2Hと
し，5W2Hに対して自ら考えながら学ぶことを意識させた．
そして，次の 3点に重きを置いた学習手法を提案した． 
1) 情報収集の目的を確認してから収集活動を始める 
2) 基本的な状況を把握してから具体的な情報を収集する 
3) 収集した情報を調査表と文献リストへ整理する 
本研究で提案した手法により，次の手順である「情報の分
析」が効率化されることが期待できる． 
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